
（参考資料１） 太陽熱利⽤による⼟壌消毒(太陽熱消毒）

夏期にビニルハウスを密閉し、⼟壌表⾯をビニル等でマルチングすることにより、⼟壌温度を⾼温
に保ち、⼟壌中の病原菌やセンチュウ類等を防除する。

太陽熱消毒は以下のような環境に優しい点が特徴である。
○⼟壌微⽣物の⽣態バランスを維持できるため、有益な微⽣物が残る。
○消毒と同時に有機物を施⽤すれば、⼟づくりを⾏うことができる。
○薬剤を使⽤する他の⼟壌消毒法と⽐べて安価である。

（１）対象病害⾍等
○防除効果が⾼い
・キュウリつる割病、エンドウ⽴枯病、イチゴ萎⻩病（フザリウム菌）
・なす、トマト、ふき、きくなどの半⾝萎凋病（バーティシリウム菌）
・ピーマン疫病（フィトフトラ菌）
・⽩絹病（スクレロティウム菌）
・センチュウ類（ネコブセンチュウ、ネグサレセンチュウ）
・雑草（イヌビユ、ハコベ、ナズナ、アカザ、メヒシバ、スベリヒユ、スズメノカタビラ、イヌガ

ラシなど）

○防除効果が低いか認められない
・トマト根腐萎凋病（フザリウム菌）
・トマト・ナス⻘枯病（ラルストニア菌）
・トマト軟腐病（エルビニア菌）
・タバコモザイクウイルス（TMV）、トマトモザイクウイルス（ToMV）
※⻘枯病菌は⽔媒性のため移動しやすく、地表下30cmより深いところでも⽣存可能で、太陽熱消
毒効果は低い。また、深根性作物は、⽣育後半に消毒された⼟壌より下に根が伸び、効果が低く
なる。

（２）実施時期
7⽉中旬〜8⽉中旬（晴天の⽇が多く、太陽熱の効果を得やすい時期に⾏うのがよい。）
処理期間は14〜20⽇間（ただし、天候に応じて⽇数は調整する。）






